











































































































































































































































































































































































































































































































































































































世中『類纂李商隠詩箋注疏解』第５冊 3592 頁、黄山書社、2009 年）。
13）「無故釘」、即杜牧阿房宮賦「釘頭磷磷、多於在庾之粟粒」之謂（底本 22 頁）。











17） 大山岩根「李商隱詠史詩考 ― 玄宗・楊貴妃故事を巡って」（『文化』第 67
巻第 1・2号所収、2003 年）。
18） 義山生當大和開成之世、則馬政之衰可知、而華清之備遊幸者、自無復昇平之
故事矣。又其時吐蕃屢寇、自肅宗以來隴右嘗爲其所陥。凡苑牧蓄馬皆然、則
求如開元時突厥互市、中國得其善馬者、勢不可得、而青海龍種惟在其國中矣。
故義山因過華清内厩作詩、以嘅歎之也（朱鶴齢箋注、程夢星刪補『李義山詩
集箋注』巻中、廣文書局、1972 年）。
